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日本一の芋煮会フェスティバル



　山形の秋の風物詩「芋煮会」の幕開けを告げる「日本一の芋煮会フェスティバル」は

1989年から続く一大イベントです。

　今年は直径6.5メートルの大鍋「三代目鍋太郎」が誕生し、その鍋で里芋３トン、牛肉1.2

トン、コンニャク3,500枚、ネギ3,500本、醤油700リットル、日本酒50升、砂糖200㎏、水

６トンを一度に煮炊きします。砂糖以外は山形県産の食材を使用します。

　まさにおいしさもスケールも日本一です。

　また、今年は「８時間で最も多く振る舞われたスープ」としてギネス世界記録へも挑戦

します。

　第30回　日本一の芋煮会フェスティバル
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　第６回通常総会が平成30年６月８日（金）にホテルメトロポリタン山形において、正会員242

社のうち193社（113社が委任状出席）の出席のもと開催されました。

　森谷専務理事の司会進行により荒川副会

長が開会宣言をし、黒澤会長から挨拶があ

りました。

　その後、特別功労者２名、功労者１名、

優良事業所２社、優良従事者８名の表彰が

行なわれ、それぞれ黒澤会長から表彰盾が

贈呈されました。表彰者を代表し、株式会

社丹野　代表取締役　丹野秀樹氏から謝辞

をいただきました。

　来賓としてご出席をいただいた県環境エ

ネルギー部次長の佐藤紀子様から山形県知

事　吉村美栄子氏の祝辞を代読いただきま

した。

　また、循環型社会推進課廃棄物対策主幹

の髙橋佳志様にも来賓としてご出席をいた

だきました。

　次に、議事に先立ち議長には置賜支部長

の山﨑健治氏が選任され、議長は議事録署

名人に株式会社クレンズ興産　代表取締役　

中川国弘氏と株式会社山形イーストリサイ

クルセンター　代表取締役　氏家昭氏を指

名した後、議事に入りました。

　　第１号議案　　平成29年度事業報告並びに平成29年度収支決算承認に関する件

　　　　　　　　　平成29年度監査報告

　　　原案どおり承認されました。

第６回通常総会の開催について

で き ご と

黒澤　利宏　会長

県環境エネルギー部　次長
佐藤　紀子　様
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　　第２号議案　　定款の一部変更に関する件　（※）

　　　原案どおり承認されました。

　　第３号議案　　入会金及び会費に関する規程の一部変更に関する件

　　　原案どおり承認されました。

　　第４号議案　　役員の選任に関する件

　　　役員候補者名簿どおり承認されました。

　引き続き報告が行われました。

　（報告事項）

　　１　平成29年度補正予算に関する件

　　２　平成30年事業計画に関する件

　　３　平成30年収支予算に関する件

　議事終了後、井上副会長が閉会の辞を述べ総会は終了しました。

※第２号議案の内容

平成31年４月１日から、本協会の名称を「一般社団法人山形県産業資源循環協会」と変更する

ための定款変更です。新しい名称は、本協会の上部団体の新しい名称に合わせたものです。

平成31年４月１日から、
「一般社団法人山形県産業資源循環協会」

という名称に変わります。
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１　産業廃棄物に関する広報啓発等事業

　⑴　産業廃棄物啓発支援事業

　⑵　やまがた環境展２０１７の開催

　⑶　県からの受託事業

　⑷　ホームページによる広報

２　産業廃棄物適正処理推進事業

　⑴　マニフェスト普及啓発頒布事業

　⑵　廃棄物適正処理講習会事業

　⑶　不法投棄防止活動

　⑷　廃棄物処理に関する相談・情報提供

３　目的達成事業

　⑴　組織強化活動の推進

　⑵　産業廃棄物に関する調査研究

　⑶　機関誌「産廃やまがた」の発行・配布

　⑷　会員名簿の作成とホームページの掲載

　⑸　県内各界の意見の反映

　⑹　環境に配慮した企業行動

　⑺　産業廃棄物処理実務者研修会の開催

⑻　産業廃棄物処理業における安全衛生の

推進

　⑼　行政懇談会の開催

　⑽　支部長会議の開催

　⑾　産業廃棄物排出事業者研修会の開催

　⑿　各種会議等への参加

４　管理業務

　協会運営の基本となる総会、理事会、三役会を開催した。

― 平 成29年 度 事 業 報 告 ―
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　本会事業の趣旨に沿い顕著な業績を有する企業、長い間産業廃棄物業務に携わり成績優秀で他

の模範となる従事者の功績を讃え表彰が行われました。

〇特別功労者表彰
　　丹野　秀樹　様　株式会社丹野　代表取締役会長

　　小林　清人　様　株式会社環境管理センター　代表取締役会長

〇功労者表彰
　　山﨑　健治　様　中央清掃有限会社　取締役

〇優良事業所　
　　有限会社べにばな清掃社

　　北日本オイル株式会社

〇優良従事者
　　小嶋　　修　様　株式会社中央特殊興業　　　　須藤　富久　様　有限会社豊川興産

　　堀川　和弘　様　株式会社荒正　　　　　　　　佐藤　敏充　様　株式会社イトウ

　　森谷　隆志　様　株式会社クリーンシステム　　堀越　勝宏　様　株式会社北原産業

　　鈴木　信幸　様　井上工業株式会社　　　　　　阿部　　淳　様　小野寺建設株式会社

― 感謝状贈呈  ―
鈴木　信夫　様　（一社）山形県産業廃棄物協会　前常務理事兼事務局長

　平成23～29年度、常務理事兼事務局長として、当協会の円滑な運営に尽力された鈴木信夫様に

会長より感謝状が贈呈されました。

― 会 　 長 　 表 　 彰  ―
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祝　　　　辞

　本日は、一般社団法人山形県産業廃棄物協会第６回通常総会が盛大に開催されますこと、

誠におめでとうございます。皆様方には、山形県の産業廃棄物の適正処理や「ごみゼロやま

がた」の推進に格別の御理解、御協力をいただき深く感謝申し上げます。

　また、本日産業廃棄物協会会長から表彰を受けられた皆様、誠におめでとうございます。

皆様が、これまで長年にわたり、業界の発展と県民の公衆衛生の確保に御尽力されましたこ

とに対し、深く敬意を表するとともに、心よりお祝い申し上げます。

　さて、本県では一昨年度、「第３次山形県環境計画」の中間見直しを行い、「持続的発展が

可能な、豊かで美しい山形県」の実現を目指し、県民、事業者及び行政が相互に協力しあい、

環境の保全及び創造に関する取組みを引き続き進めることといたしました。景気の動向など

により、廃棄物の発生量には増減がありますが、貴協会からの御協力をいただきながら、リ

サイクル率の向上、最終処分量の削減を着実に推進し、この計画の目標の一つである「ごみ

ゼロやまがたの実現に向けた循環型社会の構築」を目指してまいります。

　また、東日本大震災の際は、貴協会の皆様から、被災した水産加工品や米などの速やかな

処分に多大な御協力をいただきました。県では、東日本大震災の教訓を踏まえ、想定される

大規模地震や津波、豪雨などによる自然災害が発生した際に、災害廃棄物を適正にかつ円滑

に処理し、県民の生活環境の保全と公衆衛生上の支障の防止を図りながら復旧・復興を進め

るため、昨年度「山形県災害廃棄物処理計画」を策定したところです。一方で、皆様方とは

「大規模地震等大規模災害時における災害廃棄物の処理等に関する協定」を締結しておりま

す。マンパワーや輸送力などの点からも、復旧・復興における皆様方の役割は極めて大きく

重要でありますので、万一の事態が発生した場合の御協力を改めてお願い申し上げます。

　現在山形県では、自然豊かな山形県の魅力を発信し、国内外からの観光誘客の拡大に県を

あげて取り組んでおります。山形県にいらっしゃった方々に、繰り返し訪れていただくため

には、自然環境を守るのみならず、廃棄物を適切に処理することにより、「美しくて、きれ

いな山形県」の印象を持っていただくことが大切です。ごみのないきれいな山形県の実現に、

皆様からの一層の御理解と御協力を賜りますようお願い申し上げます。

　結びに、一般社団法人山形県産業廃棄物協会及び会員の皆様の今後益々の御発展と一層の

御活躍を祈念申し上げ、お祝いの言葉といたします。

　平成30年６月８日

山形県知事　　吉　村　美栄子　　
（代読）
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　総会終了後、新役員による臨時理事会が開催され、会長、副会長、専務理事及び常務理事が選

定されました。理事会後、会長に再任された黒澤利宏氏から挨拶がありました。

　　　　【新　役　員】

　　　　　　会　　長　　黒　澤　利　宏　　　テルス（株）

　　　　　　副 会 長　　井　上　　　尚　　　井上工業（株）

　　　　　　副 会 長　　荒　川　純　一　　　マルミツ産業（株）

　　　　　　副 会 長　　森　谷　重　美　　　（株）モリヤ

　　　　　　専務理事　　鈴　木　　　隆　　　（株）クリーンシステム

　　　　　　専務理事　　青　山　　　武　　　環清工業（株）

　　　　　　常務理事　　黒　山　誉　尋　　　（一社）山形県産業廃棄物協会

　　　　　　理　　事　　伊　藤　泰　志　　　（株）ミツワ企業

　　　　　　理　　事　　丹　野　善　将　　　タンノ清掃興業（株）

　　　　　　理　　事　　小　林　克　己　　　（有）べにばな清掃社

　　　　　　理　　事　　丹　野　一　史　　　（株）丹野

　　　　　　理　　事　　遠　藤　正　幸　　　（株）山形環境エンジニアリング

　　　　　　理　　事　　大　場　宏　利　　　（株）大場組

　　　　　　理　　事　　尾　形　啓一郎　　　尾形興業（有）

　　　　　　理　　事　　大　浦　英　樹　　　大浦工業（株）

　　　　　　理　　事　　丹　治　正　彦　　　東北環境開発（株）

　　　　　　理　　事　　渡　部　元　博　　　（株）渡部砂利工業所

　　　　　　理　　事　　黒　澤　武　利　　　テルス（株）

　　　　　　理　　事　　多賀谷　英　幸　　　山形大学大学院理工学研究科

　　　　　　理　　事　　松　田　一　彦　　　山形県商工会連合会

　　　　　　理　　事　　松　本　みつ子　　　（一社）山形県医師会

　　　　　　理　　事　　佐　原　伸　児　　　（一社）山形県建設業協会

　　　　　　理　　事　　石　塚　久　子　　　山形県消費生活団体連絡協議会

　　　　　　監　　事　　片　桐　健　悦　　　天童環境（株）

　　　　　　監　　事　　田　牧　大　祐　　　税理士法人あさひ会計

会長挨拶
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　公益社団法人全国産業資源循環連合会（以下「連合会」と言う。）のブロック組織である北海道・

東北地域協議会が、平成30年６月４日（月）に「ホテルメトロポリタン秋田」で開催されました。

　連合会からは永井会長、森谷専務理事及び土井参与、各道県協会の会長及び事務局長が出席し、

地域協議会の門脇会長、連合会の永井会長から御挨拶がありました。

　

会議の概要は次のとおりです。

　１　協　議

　　⑴　平成29年度事業報告及び決算報告について

　　　　原案どおり承認された。

　　⑵　平成30年度事業計画（案）及び予算（案）について

　　　　原案どおり承認された。

　　⑶　次期役員の選任について

　会長に佐藤敏彦福島県協会会長、副会長に鈴木昇宮城県協会会長、山岡緑三郎秋田県協

会会長が選任されました。

　２　報　告

　　⑴　平成30年度連合会の行事予定について

　　⑵　連合会会長表彰の功労者表彰・優良事業所表彰の道県別推薦枠について

　　⑶　地域協議会の会合の平成32年度までの年度別担当道県について

　　⑷　連合会地域協議会規約の一部改正について

　３　連合会からの連絡事項

　　⑴　新事業を検討するためのワーキンググループ（仮称）の設置について（提案）

　　⑵　産業・資源循環議員連盟総会について

　　⑶　マニフェスト・スマートプラスについて

　　⑷　最終処分委託契約書標準様式の改定について

　　⑸　平成30年度における人材育成について

　　⑹　平成29年度人材育成調査検討業務（環境省請負事業）実施結果について

　　⑺　正会員における女性部設置等に関するアンケート調査の実施について

　　⑻　連合会紹介DVDの作成について

第６３回北海道・東北地域協議会について
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　公益社団法人全国産業資源循環連合会第８回定時総会が、平成30年６月15日（金）に明治記念

館（東京都）において開催されました。当協会からは黒澤利宏会長、黒山誉尋常務理事、功労者

表彰として受賞された当協会の井上尚副会長が出席しました。

１　定 時 総 会

　⑴　連合会会長挨拶　　永井　良一　氏（一般社団法人愛知県産業廃棄物協会会長）

　⑵　議　長　選　出　　大野　羊逸　氏（一般社団法人熊本県産業資源循環協会会長）

　⑶　議　　　　　事

　　　　第１号議案　平成29年度事業報告

　　　　　　　　　　　　　　並びに平成29年度決算承認の件

　　　　　　　　　　平成29年度監査報告

　　　　　　　　　　原案どおり承認されました。

　　　　第２号議案　任期満了に伴う役員改選の件

　　　　　　　　　　原案どおり承認されました。

　　　（報告事項）

　　　　１　平成30年度事業計画に関する件

　　　　　Ⅰ　適正処理の推進　　　　　　Ⅴ　労働安全衛生への取り組み

　　　　　Ⅱ　地球温暖化対策の推進　　　Ⅵ　組織活動の活性化及び会員支援

　　　　　Ⅲ　人材育成の推進　　　　　　

　　　　　Ⅳ　協力支援事業

　　　　２　平成30年度収支予算に関する件

２　表　彰　式

　当協会からは、功労者表彰として井上尚副会長、優良従事

者表彰として株式会社渡部砂利工業所の佐藤孝一氏が受賞さ

れました。

３　講　演　会

　　演題　「これからの健康管理

　　　　　　　　　　～運動と脳トレで活性させましょう～」

　　講師　フリーアナウンサー

　　　　　健康・防災・安全アドバイザー　小久保　晴代　氏

公益社団法人全国産業資源循環連合会第８回定時総会について

連合会　永井会長

黒澤会長と井上副会長

小久保　晴代　氏
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　協会三役と支部長及び支部事務局担当者が出席しての支部長会議を、平成30年６月28日（木）

に山形国際ホテルで開催しました。

　内容は次のとおりです。

⑴　平成30年度各支部の事業活動について

　各支部より事業計画に基づき視察研修の計画や啓発事業等について報告後、意見の交換を行

いました。

⑵　平成29年度の行政懇談会の内容と今年度のテーマについて

　各支部より昨年度の開催状況を報告後、意見交換を行い今年度も各支部において、地域の実

情に応じたテーマを設定し進めて行くことになりました。

⑶　平成30年度労働災害防止計画について

　当協会が策定した「労働災害防止計画」に基づき、活動目標への取組みや支部として協力い

ただきたいことなど事務局より説明がありました。

⑷　一般社団法人山形県産業廃棄物協会大規模災害時復旧支援規程について

　山形県と締結した「地震等大規模災害時における災害廃棄物の処理等に関する協定」に基づ

き策定した支援規程の中で、支部としての対応を説明し、相互の役割を共有しました。

⑸　支部設立20周年事業の対応について

　平成32年度に支部の設立20周年を迎えるにあたり、支部としての対応を説明しました。

　今後の円滑な運営に向け、活発に意見交換が行われました。

支部長会議の開催について
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　７月13日（金）、山形市で「電子マニフェスト導入実務研修会」を開催しました。

　本研修会は、これから電子マニフェスト導入を検討している事業者を対象に仕組みやメリッ

ト、導入に必要なもの、導入にあたっての手続き等について説明するもので、県内外の排出事業

者、産廃処理業者の皆様にご参加いただきました。

　　日　時　　平成30年７月13日（金）　14：00～ 16：00

　　場　所　　ヒルズサンピア山形　２Ｆ　蔵王

　　参加者　　45名

― 電子マニフェスト操作体験セミナーが開催されます ―

　　日　時：平成30年11月22日（木）　　①  10：00～ 12：00　②  14：00～ 16：00

　　場　所：山形県産業創造センター　マルチメディアホール（山形県山形市松栄１－３－８）

　　内　容：・排出事業者の操作（新規登録）

　　　　　　・収集運搬業者の操作（運搬終了報告）

　　　　　　・処分業者の操作（処分終了報告）

　　　　　　・共通の操作（マニフェスト情報照会など）

　　定　員：各回15名　　※ 定員になり次第締め切ります。

　　参加費：無料

　　申込み：ＪＷセンターホームページからお申し込みください。

電子マニフェスト導入実務研修会の開催について
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　酒田海上保安部警備救難課長、山形県環境エネルギー部循環型社会推進課長、当協会会長、山

形県警察本部生活安全部生活環境課長で構成される「山形県産業廃棄物不適正処理防止対策等連

絡協議会」（会長：山形県警察本部生活安全部生活環境課長）が、平成30年８月３日（金）に県

警察本部会議室において開催され、黒澤利宏会長と黒山誉尋常務理事が出席しました。

　この協議会の目的は、「産業廃棄物の不適正処理、不法投棄等を防止するとともに、これらの

事例に対し、迅速、かつ、的確に対応することにより、生活環境の保全及び公衆衛生の向上に資

すること」とされています。

　会議では、産業廃棄物の不適正処理、不法投棄等に関すること、産業廃棄物処理業からの暴力

団等排除に関すること、産業廃棄物の不法投棄防止等に関する広報啓発、などについて情報交換

が行われました。

　県警生活環境課からは、平成29年度中の産業廃棄物・一般廃棄物の不法焼却、不法投棄、不法

運搬の検挙状況について説明があり、検挙事件数は、ここ数年横ばいとなっている、産業廃棄物

処理業者の事犯はなかった、との説明がありました。

　循環型社会推進課からは、不法投棄の現状について、新規発見箇所数が減少傾向にあること、

家庭系一般廃棄物が大半を占めるが、農機具等農業関連廃棄物や建設系廃棄物も多いこと、原状

回復未済箇所数は「不法投棄防止対策協議会」（県内４総合支庁毎に設置。総合支庁の保健福祉

環境部長が会長。）の活動により平成15年度の71箇所から平成29年度末では16箇所まで減少した、

との説明がありました。また、県警、酒田海上保安部と合同で、スカイパトロール（県防災ヘリ、

県警ヘリ、海保ヘリで上空からパトロール）を年２回実施している、との説明がありました。

　酒田海上保安部からは、平成29年１月から平成30年７月までの山形県沿岸における検挙は１件

で、「海洋汚染及び海上災害の防止に関する法律」違反により検挙した旨説明がありました。

　当協会からは、「不法投棄防止対策協議会」に対して、財政的支援及び人的支援を行っている

こと、山形ビッグウイングを会場に毎年開催されている「やまがた環境展」で啓発活動を行って

いることなどについて説明しました。また、県が設置している「不法投棄110番電話」を広く県

民に周知していただくよう要望しました。

　最後に、県警生活環境課から、暴力団の情勢等について、「公益財団法人山形県暴力追放運動

推進センター」の資料に沿って説明があり、山形県内は、平成30年４月末現在で、３団体、７組

織、約130名（構成員及び準構成員）とのことでした。

山形県産業廃棄物不適正処理防止対策等連絡協議会について
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　県からの受託事業である「循環型産業トップセミナー」を９月６日（木）、山形市のヒルズサ

ンピア山形で開催しました。

　本セミナーは、産業廃棄物処理業の経営者層を対象に、リサイクルの推進、循環型産業への転

換に向けた意識付けを行うことを目的とし開催するもので、平成19年度から開催しており、今回

で14回目となりました。

　今年度は、ジャーナリスト・環境カウンセラー　崎田 裕子 様と加藤商事株式会社　代表取締

役　加藤 宣行 様をお招きしご講演いただきました。

　　日　時　　平成30年９月６日（木）　13：30～ 16：20

　　場　所　　ヒルズサンピア山形　２Ｆ　蔵王

　　内　容　　○「循環型社会の形成はどこまで進んだのか」　

　　　　　　　　　　ジャーナリスト・環境カウンセラー  崎田 裕子 氏

　　　　　　　○「魅力あるリーダーとは」　

　　　　　　　　　　加藤商事 株式会社

　　　　　　　　　　代表取締役　加藤 宣行 氏

　　参加者　　54名

循環型産業トップセミナーの開催について

加藤商事株式会社
代表取締役　加藤　宣行　氏

ジャーナリスト・環境カウンセラー
崎田　裕子　氏

会場の様子
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　平成30年９月10日（月）、協会三役と県循環型社会推進課幹

部職員とによる行政懇談会が県庁1501会議室で開催されまし

た。

　出席者は、県からは、長谷川課長、髙橋廃棄物対策主幹、大

久保課長補佐、齊藤課長補佐、伊藤廃棄物対策専門員、協会か

らは、黒澤会長、井上副会長、鈴木専務理事、青山専務理事、

黒山常務理事、小川係長でした。

　長谷川課長、黒澤会長の挨拶後、自己紹介があり、髙橋主幹

の進行のもと、以下の５項目について懇談が行われました。最

初に、県から御説明があり、その後、協会から質問、提案等を

させていただき、丁寧にお答えをいただきました。大変ありが

とうございました。

　

１．PCB廃棄物の現状と課題について

（協会から）古い建物の解体等の際に発生する廃棄物にPCB廃棄物が含まれる可能性がある

ということなので、協会としても確認や適正処理に協力していきたい。

２．山形県災害廃棄物処理計画について

（協会から）昨今、全国的に災害が多発しており、山形県も廃棄物処理の態勢を整えておく

必要があるが、県と協会で取り交わしている「地震等大規模災害時における災

害廃棄物の処理等に関する協定」については、災害が起きた場合機能するよう、

検討が必要と考える。

３．山形市の中核市移行に伴う廃棄物処理法等の事務移譲の内容について

（協会から）平成31年度から事務移譲される見込みなので、会員等へ周知するための説明会

の開催を、できるだけ早期に実施していただきたい。

４．産業廃棄物最終処分場設置の方針について

（協会から）安定型埋立処分場が減少してい

るが、県としての今後の方針等

を伺いたい。

５．優良事業者認定について

（協会から）認定を受けるインセンティブが

高まるよう、県としての新たな

施策を検討していただきたい。

行政懇談会の開催について

長谷川循環型社会推進課長

黒澤会長
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　これまで雑品スクラップの保管又は処分が、環境保全措置を十分に講じないまま行われること

により、火災の発生など、生活環境上の支障を及ぼした事案が全国各地で生じていたところです。

一方、有価な資源として取引される場合が多いため、廃棄物処理法による規制が困難でした。

　これらのことから、廃棄物処理法において、雑品スクラップを含む「有害使用済機器」の保管・

処分に関する基準が規定され、「有害使用済機器」の保管又は処分を業として行おうとする者は都

道府県知事への届出が義務付けられました。また、これらの事業者が改善命令及び措置命令の対象

（これらの違反があったときは罰則の対象）に追加されました。なお、平成30年４月１日時点で既

に有害使用済機器の保管等を行っている事業者は、10月１日までに届出しなければなりません。

　山形県では、届出対象者の把握と適正保管の推進に取組んでいます。

　産業廃棄物処理業を営んでいる「スリムくん」と、有害使用済機器の制度に詳しい「ごみゼロ

くん」のやり取りを通して、有害使用済機器の制度について、のぞいてみましょう。

雑品スクラップの保管等に対する規制が強化されました！雑

行 政 だ よ り

雑品スクラップの保管等に対する規制が強化されました！ 

 
 これまで雑品スクラップの保管又は処分が、環境保全措置を十分に講じないまま行われること

により、火災の発生など、生活環境上の支障を及ぼした事案が全国各地で生じていたところです。

一方、有価な資源として取引される場合が多いため、廃棄物処理法による規制が困難でした。 
これらのことから、廃棄物処理法において、雑品スクラップを含む「有害使用済機器」の保管・

処分に関する基準が規定され、「有害使用済機器」の保管又は処分を業として行おうとする者は都

道府県知事への届出が義務付けられました。また、これらの事業者が改善命令及び措置命令の対

象（これらの違反があったときは罰則の対象）に追加されました。なお、平成 30年４月１日時点

で既に有害使用済機器の保管等を行っている事業者は、10月１日までに届出しなければなりませ

ん。 

山形県では、届出対象者の把握と適正保管の推進に取組んでいます。 
 産業廃棄物処理業を営んでいる「スリムくん」と、有害使用済機器の制度に詳しい「ごみゼロ

くん」のやり取りを通して、有害使用済機器の制度について、のぞいてみましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ごみゼロくん スリムくん 

ごみゼロくん、どんなものが有害使用済機器に指定されているの？ 

有害使用済機器とは、「使用を終了し、収集された機器（廃棄物を除く。）のうち、

その一部が原材料としての価値があるもの」とされていて、現在はリサイクル法の

対象機器（家電４品目及び小型家電 28 品目）が指定されているゼロ。その中には

現場で家庭用機器との区別が容易でない業務用機器も含まれるゼロ。今後も品

目の追加が検討されているから、注意しないといけないゼロ。 

廃棄物処理法に基づく廃棄物に関する保管・処分の基準を基本として定められて

いるけど、火災防止の観点から、厳しい保管上限や、火災の原因となり得る油、電

池・バッテリー等を分別した上で保管・処分することが規定されているゼロ。 

有害使用済機器を取扱う前には、環境課に相談しておいたいほうがよさそうだね。

有害使用済機器を保管・処分する基準って、廃棄物と一緒なの？ 

廃棄物・リサイクル関係法令の許可等を受けた者、事業場の敷地面積 100ｍ 未

満の小規模事業者、不良品等の処分を行うために本業に付随して一時保管を行う

製造業者等は届出が不要ゼロ。 

そうなんだぁ。じゃあ、金属くずと廃プラスチック類の収集運搬業をやって

いれば、届出はいらないの？ 

有害使用済機器が廃棄物になったときの廃棄物の種類について、積替え保管及

び収集運搬業の許可又は処分業の許可があれば、届出はいらないゼロ。 

そうだね。この機会に保管場所を見直してみるよ。火事なんか起こしていられないからね。 

廃棄物じゃなくても取扱いに注意しなきゃいけなくなったんだね。 

届出がいらない場合もあるみたいだけど、どんな場合なの？ 

産業廃棄物処理業者のスリムくんは、もっと厳しく、きれいに有害使用済機器を保

管するようにしようゼロ。 
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収集された
機器

収集された
機器

対象品目
（32 品目）

リユース品

廃棄物

有害使用済機器
※

対象品目外

テレビ 洗濯機・衣類乾燥機 エアコン冷蔵庫・冷凍庫

扇風機ヘアドライヤージャー炊飯器 プリンター携帯電話端末

ノートパソコン 電話機 デジタルカメラゲーム機 電卓

有害使用済機器を保管又は処分する事業者のみなさまへ有害使用済機器を保管又は処分する事業者のみなさまへ

廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法）の一部を改正する法律が
2018年4月1日より施行されました。
廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法）の一部を改正する法律が
2018年4月1日より施行されました。
※１:廃棄物処理法第24条の2に定める政令市長　※２: 届出義務に違反した者には、30万円以下の罰金※１: 廃棄物処理法第24条の2に定める政令市長　※２: 届出義務に違反した者には、30万円以下の罰金

2018年 4月1日時点で既に有害使用済機器の保管又は処分を行っている場合は、2018年 10月 1日までの届出が必要となります。2018年 4月1日時点で既に有害使用済機器の保管又は処分を行っている場合は、2018年 10月 1日までの届出が必要となります。

有害使用済機器は、対象品目に指定された機器のうち、
廃棄物ではなく、かつリユース（再使用）されないもの
を指します。 新規に有害使用済機器の保管

又は処分を業として行う場合は、
事業を開始する１０日前までに
届出が受理される必要があります。

※使用を終了し、収集された機器（廃棄物を除く）のうち、その一部が原材料として相当程度の価値を有し、
かつ、適正でない保管又は処分が行われた場合に人の健康又は生活環境に係る被害を生ずるおそれがあるもの

特定家庭用機器再商品化法（家電リサイクル法）に指定されている４品目と
使用済小型電子機器等の再資源化の促進に関する法律（小型家電リサイクル法）に
指定されている２８品目が対象品目となります。（附属品含む）

対象品目※

有害使用済機器
の判別

届出について

当該ヤードに係る廃棄物処理法の
許可を持っている者など、生活環
境保全上適切に扱えると考えられ
る者は届出が不要となります。
詳しくは「有害使用済機器の保管
等に関するガイドライン」を参照
ください。

届出が不要な者

２０18年４月より
都道府県知事等に届出が必要です
２０18年４月より
都道府県知事等に届出が必要です

家電
リサイクル法
対象品目
（4品目）

家電
リサイクル法
対象品目
（4品目）

ファクシミリ、PHS・スマートフォン、ラジオ、ビデオカメラ・DVD レコーダー、デジタルオーディオプレーヤー・ステレオセット、
パーソナルコンピュータ、磁気ディスク装置・光ディスク装置、ディスプレイ、電子書籍端末、電動ミシン、電気グラインダー・ドリル、
ヘルスメーター、電動式吸入器、フィルムカメラ、電子レンジ、電気除湿器、電気アイロン・掃除機、電気こたつ・電気ストーブ、電気
かみそり、電気マッサージ器、ランニングマシン、電気芝刈機、蛍光灯器具、電子時計、電子楽器　等
※家庭用機器との差異について、現場での判断が容易ではないものに限り業務用機器においても対象となります。

小型家電
リサイクル法
対象品目
（28品目）

小型家電
リサイクル法
対象品目
（28品目）

※1※1 ※2※2
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有害使用済機器の保管・処分の基準有害使用済機器の保管・処分の基準

有害使用済機器保管等業者は、基準を遵守し適正に保管又は処分を行うことにより、生活環境上の影響を防止する必要
があります。以下の図に基準の概要を示します。

お問い合わせお問い合わせ

有害使用済機器の保管や処分に関する届出については、お近くの都道府県・政令市にお問い合わせください。

【本チラシに関するお問い合わせ先】　環境省　環境再生・資源循環局廃棄物規制課　電話：03-3581-3351

詳しくは有害使用済機器の保管等に関するガイドラインをご参照ください。（http://www.env.go.jp/recycle/waste/laws/kaisei2017/index.html）

廃棄物処理法改正の背景廃棄物処理法改正の背景

鉛等の有害物質を含む、使用済電気電子機器と金属スクラップ等が混合された物
（いわゆる雑品スクラップ）等が、環境保全措置が十分に講じられないまま、保管や
処分されることにより、火災を含む生活環境保全上の支障が生じており、対応の強化
が必要となっています。

油水分離
漕

トラックスケール

みだりに人が入り込まないよう、また機器
やその一部が周辺環境へ飛散・流出しない
ように囲いを設け、保管の位置を明らかに
する必要があります。

囲いの設置

有害使用済機器の保管場所である旨、管理
者の氏名又は名称、連絡先、保管又は処分
の別、保管品目、最大保管高さなど、必要
な事項が表示された掲示板を設ける必要が
あります。

掲示板の設置

処理設備に投入する有害使用済機器の中に
処理に適さないものが含まれていないこと
を連続的に確認することや、万が一火災が
発生した場合の初期対応として消火器を設
置する等の措置を講じる必要があります。

処分における火災防止

油の漏洩や汚水の発生・流出等により、公
共水域、土壌や地下水の汚染のおそれが
ある場合は、油水分離槽や排水溝の設置、
コンクリート敷設を行うなどの措置を講じ
る必要があります。また、蛍光管等特に有
害性が高い物質を含む部品等は適正に回収
し処理する必要があります。

土壌・地下水汚染防止

搬入搬出に伴う車両の走行、車両からの積
卸し、積込みや処分時の重機の稼働等によ
る騒音・振動等により生活環境保全上悪影
響を及ぼさない様な措置を講じる必要があ
ります。

生活環境の保全

事業場内の整理整頓や清掃を行い、悪臭の
発生や害虫の発生等を防止し、公衆衛生の
保全を行う必要があります。

公衆衛生の保全

有害使用済機器の保管又は処分を行う際に
発生した廃棄物は、廃棄物処理法の基準に
したがって適正に処理する必要があります。

生じた廃棄物の適正処理

有害使用済機器をそれ以外の物と分別する
他、電池等の火災発生源となる可能性があ
る物の分別等を行う必要があります。

火災・延焼防止

屋外で容器を用いずに保管する場合は、環
境省令で定められた高さを超えないように
する必要があります。

保管高さ

屋外で容器を用いずに保管する場合は、強
風時等に有害使用済機器やその一部が飛散・
流出するおそれがあり、フェンスを設ける
など保管の状況に応じて対策する必要があ
ります。

飛散・流出防止
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総 合 支 庁 だ よ り

　平成31年度の山形市の中核市移行に関連し、今回は、産業廃棄物処理業及び産業・一般廃棄物

処理施設に関する許可申請の手続きについて説明します。

　平成31年４月１日以降に、産業廃棄物処理業及び産業・一般廃棄物処理施設に関する許可を取

得しようとする場合の申請先は、下図のとおりの区分となります。

　注意点として、次の場合は山形県と山形市の両方に許可申請が必要となります。

　 【収集運搬業】県内全域が事業エリアで、山形市内に積替保管施設がある場合

【処分業・施設】山形市内及びその他市町村に処理施設がある場合又は移動式施設で県内全域

が事業エリアの場合

　なお、中核市移行の時点で、既に山形県知事の許可を取得している場合は、中核市移行後、山

形県知事の許可を山形市長の許可とみなします（みなし許可）。したがって、許可の有効年月日

までは、山形県知事の許可証をそのまま使用することができ、手続きは不要です。

　御不明な点については、最寄りの総合支庁環境課にお問合せ願います。

村山総合支庁
環境課 山 形 市 の 中 核 市 移 行 に つ い て
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◎８月５日からの豪雨災害

　最上地域では８月５日から大雨になり多くの地域で被害が発生しました。住宅が床上浸水又は

床下浸水の被害を受け、また道路の低い場所は水没のため通行不可となりました。しかし、最上

管内の廃棄物処理施設自体には被害がありませんでした。

　被害の特に大きかった戸沢村蔵岡地区が新聞に掲載されたため、その状況は多くの方が既にご

存知のことと思います。

　被災した家屋などから多くの災害廃棄物が発生し、被災市町村はその対応に追われました。災

害廃棄物の対応は仮置場の確保や収集運搬の方法など短い時間でいろいろなことをしなければな

らないため大変です。現在は処理も進み仮置場はなくなっています。

　今回は新庄最上清掃事業組合や公益社団法人山形県水質保全協会から協定による支援も受けま

した。

　「災害は突然やってくる！」ので、平素からの準備と心構えが大切と痛感したところです。

最上総合支庁　環境課からのお知らせ最上総合支庁
環境課

し尿処理場に通じる道路が水没して通行できなくなりました。

災害廃棄物の仮置場の状況です。

汲取便槽にも汚水が入りました。抜き取る必要があります。

現在廃棄物はなく仮置場も閉鎖しています。
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【不法投棄監視合同パトロールを行いました！】

　「不法投棄及び海岸漂着ごみ削減強化月間（５、10月）」の取組みの一環として、５月に市町や

（一社）山形県産業廃棄物協会の会員、警察署などの関係機関と連携し、管内８市町で不法投棄

監視合同パトロールを行いました。全部で29箇所を巡回しましたが、依然として道路の駐車帯や

河川敷などに家庭ゴミが投棄されやすい傾向にあります。これらの不法投棄防止対策として、不

法投棄防止の看板、のぼり旗や監視カメラの設置を行い、新たな投棄の抑止を図っています。

　10月にも５月と同様に不法投棄監視合同パトロールを行います。管内市町及び関係団体等と連

携し、不法投棄防止に努めてまいりますので、今後ともご協力をお願いいたします。

【原状回復作業を実施しました！】

　置賜地区不法投棄防止対策協議会の事業として、６月29日に南陽市小岩沢地区で不法投棄場所

の原状回復作業を行いました。地区住民など計19名が参加し、粗大ごみや家庭ごみ、廃家電、廃

タイヤなど約２ｔを回収しました。不法投棄場所は山林の斜面であり、気温30℃を超える暑い中

での大変な作業ではありましたが、皆様のご協力により、無事原状回復されました。

　これからも“きれいな置賜”を目指して、不法投棄防止対策に取り組んでまいります。

不法投棄防止対策の取組みについて置賜総合支庁
環境課

のぼり旗不法投棄監視合同パトロール
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■「美しいやまがたの海」を未来に引き継ぐために

　今年も「美しいやまがたの海」クリーンアップ運動を

展開中です。16回（８月20日時点）の清掃活動が実施さ

れ、既にのべ3,000名以上の方々に参加していただきま

した。みんなの力を合わせて、美しいやまがたの海を

未来に引き継いでいきましょう。10月21日(日)には「美

しいやまがたの海プラットフォーム10周年記念事業　ク

リーンアップin湯野浜」も開催されます。みなさまのご参加お待ちしております。

検索　平成30年度「美しいやまがたの海」クリーンアップ運動

　

■子供たちの夏休みの思い出！

　８月７日に酒田市一條コミュニティセンターにて

地域ふれあい講座「もったいない！進めよう３Ｒ」

を開催しました。会場には20人の一條っ子が集ま

り、頼れる先輩Ｋ技師がお話しをしました。身近な

リサイクルや、酒田市が山形県内で一番家庭ごみを

出していることを知ると、子供たちも夢中になって

聞いていました。後半は、最近山形市にこもりがち

な、ごみゼロくんが登場。最後はみんなでごみを減らす約束をして、ごみゼロくんは公用車に乗っ

て会場から去っていきました。　　　　　　　　　　検索　庄内総合支庁「地域ふれあい講座」

　

■ルーキーO（オー）の寺社仏閣的な日常

　着任から約半年が経ち、大人への階段を1段、いや２～

３段登り始めた私ですが、この頃運動不足を感じていま

す。ある日、Ｍ課長から「一緒にハーフマラソンに出ない

か？」とのお誘いが・・・。即快諾し、「２時間を切る！」

という目標も勝手に掲げて、日々鍛錬に励んでいます。（予

定）練習で20キロ走ろうとしていたら、素敵な場所にたど

り着きました。酒田市下黒川にある「不動の滝」です。

　御瀧神社の裏手に「開運出世」の名瀑が。これを見て出世の階段も２～３段、いや４～５段ステッ

プアップできたらいいですね・・・。外を出歩くと新たな発見が出来て楽しいです。みなさんも

重い腰を上げて、健康長寿でいきましょう。　　　　　　　　　　 検索　日本一の滝王国山形

庄内総合支庁
環境課 庄 内 総 合 支 庁 環 境 課 ニ ュ ー ス
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検索　山形県　瓦リサイクル情報サイト

■庄内総合支庁の玄関前は瓦リサイクル舗装です！

　・雨に濡れても滑りにくい

　・視認性（駐車禁止区域としての見分けやすさ）の向上

　・真夏の地面からの照り返しを和らげる

　瓦リサイクル舗装とアスファルトの表面温度を比較したところ、最大3.0℃の差が出ました。

（2018年7月26日　㈱チノー製IR-TE2で測定）

■庄内総合支庁の中庭に瓦リサイクル実証花壇を作りました！

　瓦砂利と普通の砂利に打ち水をして、真夏の表面温度上昇を検証しました。

　瓦砂利と砂利の表面温度を比較したところ、打ち水の効果が長続きするようです。

（2018年８月13日　㈱チノー製IR-TE2で測定。９：15に打ち水を実施後の測定。）

庄内総合支庁中庭の瓦リサイクル実証花壇 正面玄関の瓦リサイクル舗装

時間 9：00 11：00 13：00 15：00 17：00 19：00

気温（℃） 29.3 31.9 33.2 33.1 30.2 27.9

瓦リサイクル舗装（℃） 45.5 50.5 59.0 55.5 48.0 38.0

アスファルト舗装（℃） 46.0 53.5 60.5 56.0 50.5 40.0

温度差 -0.5 -3.0 -1.5 -0.5 -2.5 -2.0

時間 9：30 10：30 11：30 12：30 13：30 14：30 15：30 19：00

気温（℃） 26.9 28.0 30.0 30.5 30.1 30.1 29.1 28.5
瓦砂利
（粒径：5mm-10mm）（℃） 32.6 39.2 46.3 46.2 46.7 42.2 43.0 36.3

砂利（℃） 34.6 42.3 49.7 50.3 54.3 51.1 46.3 41.7

温度差 -2.0 -3.1 -3.4 -4.1 -7.6 -8.9 -3.3 -5.4
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村    山    支    部村    山    支    部

支 部 だ よ り

事 業 名 一般社団法人山形県産業廃棄物協会村山支部　第６回通常総会

日　　時 平成30年４月24日（火）　17：00～

場　　所 ホテルメトロポリタン山形　３Ｆ　出羽

参加人数 52名

来　　賓
山形県村山総合支庁保健福祉環境部環境課

　　　　　　　　　　　　廃棄物対策主幹　松林　　茂　様

協会役員
（一社）山形県産業廃棄物協会　会　　長　黒澤　利宏　様

　　　　　同　　上　　　　　　常務理事　黒山　誉尋　様

内　　容

＜報告事項＞　
　⑴　平成29年度事業報告
　⑵　平成29年度支出について
　⑶　平成30年度事業計画について
　⑷　平成30年度予算について
＜協　　議＞
　第１号議案　役員改選について
　第６回の総会は高本天萬議長による議事進行にて報告事項と役員改選は全て
承認され無事終了しました。
　支部新役員
　支 部 長　　後藤　重信　　（株）アールテック
　副支部長　　伊藤　泰志　　（株）ミツワ企業
　副支部長　　片桐　孝志　　天童環境（株）
　副支部長　　高本　天萬　　東北クリーン開発（株）
　事務局長　　中川　国弘　　（株）クレンズ興産
　幹　　事　　仲野　健児　　仲野衛生管工（株）
　幹　　事　　氏家　　昭　　（株）山形イーストリサイクルセンター
　幹　　事　　丹野　善将　　タンノ清掃興業（株）
　幹　　事　　会田　　明　　（株）山形環境エンジニアリング
　幹　　事　　海老沢秀樹　　（株）クリーンシステム
　幹　　事　　奥山　新司　　（株）奥山建設工業所
　幹　　事　　森谷　昌弘　　（株）モリヤ
　幹　　事　　岡崎　信広　　（有）岡崎清掃社
　幹　　事　　高橋　和晴　　（株）荒正
　幹　　事　　小林　洋平　　（有）べにばな清掃社
<終了後懇親会を開催>
　参加人数は40名の盛大な懇親会となりました。
＜来　　賓＞
　山形県村山総合支庁保健福祉環境部環境課　廃棄物対策主幹　松林　茂　様
　（一社）山形県産業廃棄物協会　　　　　　 会　　　　　長　黒澤利宏　様
　　　　　同　　上　　　　　　　　　　　　常　務　理　事　黒山誉尋　様

挨拶　小林支部長 議長　高本　天萬　氏 挨拶　後藤新支部長
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最    上    支    部最    上    支    部

事 業 名 一般社団法人山形県産業廃棄物協会最上支部　第６回通常総会

日　　時 平成30年５月21日（月）　16：30～

場　　所 アクーユ　マリエ　タマヒメ

参加人数 14名

来　　賓 山形県最上総合支庁保健福祉環境部環境課　課　長　岡村　和恵　様

協会役員 一般社団法人山形県産業廃棄物協会　　　　会　長　黒澤　利宏　様

内　　容

＜報告事項＞　

　⑴　平成29年度事業報告

　⑵　平成29年度支出について

　⑶　平成30年度事業計画について

　⑷　平成30年度予算について

＜協　　議＞

　第１号議案　役員改選について

　第６回の総会は斎藤　実議長による議事進行にて報告事項と役員改選は全て

承認され無事終了しました。

　支部新役員

　支 部 長　　斎藤　　実　　（株）マルコウ環境

　副支部長　　荒川　純一　　マルミツ産業（株）

　副支部長　　大場　利明　　（株）大場組

　副支部長　　柿崎　勝彦　　最上共同クリーン（株）

　幹　　事　　大場　和彦　　（有）最新清掃興業

　幹　　事　　八鍬　修明　　（有）ケーティーティー

　幹　　事　　北山　冶寿　　（株）北山建設

<終了後懇親会を開催>
　参加人数は14名の懇親会となりました。

＜来　　賓＞

　山形県置賜総合支庁保健福祉環境部環境課　課　長　岡村　和恵　様

　（一社）山形県産業廃棄物協会　　　　　　 会　長　黒澤　利宏　様

来賓祝辞　環境課長　岡村　和恵　様 会長挨拶　協会　黒澤　利宏　会長
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置    賜    支    部置    賜    支    部

事 業 名 一般社団法人山形県産業廃棄物協会置賜支部　第６回通常総会

日　　時 平成30年５月24日（木）　15：30～

場　　所 そば処丸万　長井市本町２－８－６

参加人数 25名

来　　賓
山形県置賜総合支庁保健福祉環境部環境課　課　　長　笹渕　健市　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　課長補佐　横山　秀典　様

協会役員 一般社団法人山形県産業廃棄物協会　　　　会　　長　黒澤　利宏　様

内　　容

＜報告事項＞　
　⑴　平成29年度事業報告
　⑵　平成29年度支出について
　⑶　平成30年度事業計画について
　⑷　平成30年度予算について
＜協　　議＞
　第１号議案　役員改選について
　第６回の総会は西原政範議長による議事進行にて報告事項と役員改選は全て
承認され無事終了しました。
　支部新役員
　支 部 長　　山崎　健治　　中央清掃（有）
　副支部長　　松木　　弘　　置賜クリーン設備（株）
　副支部長　　尾形啓一郎　　尾形興業（有）
　副支部長　　遠藤　一生　　（有）厚生社
　会計幹事　　原　　宏之　　（株）原幸商店
　幹　　事　　大浦　英樹　　大浦工業（株）
　幹　　事　　島貫　利幸　　（有）県南エコサービス
　幹　　事　　沼澤　岩夫　　沼澤興業（有）
　幹　　事　　西原　政範　　（有）中央清掃
　幹　　事　　鈴木　聖人　　アシストアーバン工業（株）
　幹　　事　　佐藤　賢太　　長井環境（株）
<終了後懇親会を開催>
　参加人数は16名の懇親会となりました。
＜来　　賓＞
　山形県置賜総合支庁保健福祉環境部環境課　課長補佐　横山　秀典　様
　（一社）山形県産業廃棄物協会　　　　　　 会　　長　黒澤　利宏　様

挨拶　山﨑支部長
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庄    内    支    部庄    内    支    部

事 業 名 一般社団法人山形県産業廃棄物協会庄内支部　第６回通常総会・研修会

日　　時 平成30年５月15日（火）　16：00～ 18：00

場　　所 東京第一ホテル鶴岡（鶴岡市）

参加人数 総会43名　　研修会42名

来　　賓 山形県庄内総合支庁保健福祉環境部環境課　課　長　前田　　学　様

協会役員 一般社団法人山形県産業廃棄物協会　　　　会　長　黒澤　利宏　様

内　　容

１　研修会
　演　題　「廃棄物の適正処理に向けて」
　講　師　山形県庄内総合支庁　保健福祉環境部環境課　技師　門脇　史　様
２　総　会
　＜報告事項＞　
　　⑴　平成29年度事業報告
　　⑵　平成29年度支出について
　　⑶　平成30年度事業計画について
　　⑷　平成30年度予算について
　＜協　　議＞
　　第１号議案　役員改選について
　　第２号議案　その他
　第６回の総会は登坂誠議長による議事進行にて報告が行われ、議案は承認
され無事終了しました。

　　支部新役員
　　支 部 長　　三浦　　忍　　（株）三浦土建
　　副支部長　　渡部　元博　　（株）渡部砂利工業所
　　副支部長　　丹治　正彦　　東北環境開発（株）
　　幹　　事　　登坂　　誠　　（株）登坂商店
　　幹　　事　　佐藤　生一　　（株）鍋元商店
　　幹　　事　　加藤　　進　　東北興産（株）
　　幹　　事　　小林　秀樹　　（株）環境管理センター
　　幹　　事　　青山　　武　　環清工業（株）
　　（事務局）
　研修会では、県の立入検査の際に実際あった不
適正事案を例に間違った認識、勘違いによる違反
をクイズ形式で参加者へ問いかけた後、違反の理
由・防止策そして適正な処理の仕方をわかり易く
説明いただきました。参加者は勘違いしやすい違
反事例に関しての注意喚起を踏まえ日々の適正処
理、法令遵守の必要性を実感する研修会となりま
した。

　<終了後懇親会を開催>
　　参加人数は35名の懇親会となりました。
　＜来　　賓＞
　　山形県庄内総合支庁
　　保健福祉環境部環境課
　　　課　　長　前田　学　様
　　　課長補佐　石川　伸　様
　　（一社）山形県産業廃棄物協会
　　　会　　長　黒澤利宏　様

総会　庄内三浦支部長挨拶

来賓祝辞　環境課　前田学様

研修会　講師　庄内総合支庁保健福祉環境部環境課　門脇技師
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最    上    支    部最    上    支    部

事 業 名 適正処理推進事業

日　　時 平成30年５月１日（火）　午前10時30分～ 12時頃まで

場　　所
出発式：山形県最上総合支庁正面玄関前

キャンペーン：新庄市内４か所の大型スーパーマーケット店頭

参加人数
出発式：44名
キャンペーン：40名（内：最上支部より５社参加）

内　　容
新庄最上地区不法投棄防止対策協議会主催

不法投棄パトロール出発式及び不法投棄防止キャンペーンの協力

コメント

　今年度も不法投棄パトロールの出発式が、山形県最上総合支庁前で行われ最

上総合支庁大石環境部長はじめ、当支部の斎藤支部長が挨拶を致しました。

　出発式において、キャンペーンに向けて腕章・啓発用ポケットティシュ・の

ぼり旗の伝達を行い、新庄市内の４カ所のスーパーに分かれ、各会場にのぼり

旗を設置し、来場者にポケットティッシュ（計2,000個）を配布しながら不法投

棄防止の呼びかけを行いました。

　当支部より㈱大場組・最上共同クリーン㈱・㈲最新清掃興業・マルミツ産業㈱・

㈱マルコウ環境の５社５名参加いただきました。

※お忙しい中ご協力を頂き誠に有難うございました。
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事 業 名 適正処理推進事業

日　　時 平成30年５月８日（火）～ 24日（水）　午後１時30分～

場　　所
最上地区８市町村

新庄市・金山町・真室川町・舟形町・最上町・戸沢村・大蔵村・鮭川村

参加人数 48名（内：最上支部８名）

内　　容
新庄最上地区不法投棄防止対策協議会主催

平成30年度　春季不法投棄合同パトロール

コメント

　５月が不法投棄及び海岸漂着ごみ削減強化月間であるので、今年度も８市町

村の不法投棄の確認のパトロールに協力を致しました。

　５月８日（火）から24日（水）までの８日間、各市町村・衛生組合連合会・

新庄警察署と合同で監視車から不法投棄防止の広報テープを流しながらパト

ロール並びに啓発活動を行いました。

　５月17日には「建設リサイクル法に関する全国一斉パトロール」を総合支庁

建築課・新庄労働基準監督署と合同で実施致しました。

　５月現在で不法投棄の確認個所は36箇所となっており、内新規発見無しとなっ

ております。不法投棄に関する苦情処理件数も無いことから直接生活に影響が

ないものと考えておりますが、実際に原状回復をするとなれば、多くの方々の

日程調整など課題もあるかと思われます。

　新規はなかったものの、今まだ不法投棄箇所が残っている現状です。

　最上支部と致しましても、現在確認個所の原状回復作業の依頼があれば、支

部会員または支部関連会社と連携協力を行っていく方針です。

　また、支部活動の一環として不法投棄防止を呼掛けるものとし“のぼり旗ポー

ル付”で47組を不法投棄防止協議会に平成30年９月に寄贈し早速設置して頂き

ました。

　道路端や駐車帯にペットボトルやタバコの吸殻等は今まだ多いとの事です

が、大規模な不法投棄の発見個所が無い事が結果であることと願っております。

※マルミツ産業㈱・㈱マルコウ環境の２社が不法投棄防止協議会会員となって

おりますので、今回も参加協力していただきました。

最    上    支    部最    上    支    部
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事 業 名 適正処理推進事業

日　　時 平成30年６月６日（水）　９時10分～ 10時40分頃まで

場　　所 新庄市赤坂地区（旧羽州街道・上台峠手前）

参加人数 37名　内：最上支部　マルミツ産業㈱（２名）

内　　容 不法投棄原状回復作業　※第１回目

コメント

※当日参加者

計37名（内：当支部２名）

地区住民：新庄市・金山町衛生組合連合会：新庄市役所（環境課・都市整備課）

金山町（環境整備課）:（一社）山形県建設協会最上支部・最上総合支庁環境課

（一社）山形県産業廃棄物協会最上支部

※運搬車両

　計４台（内１台：２tダンプ（マルミツ産業㈱））他３台：新庄市

※原状回復した面積…150㎡

※回収量

　廃棄物回収・処分量等…合計1,870kg

　・家庭ごみ（ビン・缶）など…450kg
　・大型農機具・タイヤなど…1,420kg
　上記回収されたものは最上管内にある各処理場にて埋立処分をされました。

※今年度も５月に不法投棄の合同パトロールを行いましたが、新規で確認した

箇所はございませんでした。年々原状回復の依頼箇所も減ってきております

ので、不法投棄に関心を持って頂けてると感じております。

　平日にも関わらず参加頂きありがとうございました。

最    上    支    部最    上    支    部
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庄    内    支    部庄    内    支    部

事 業 名 第18回　飛島クリーンアップ作戦への参加

日　　時 平成30年５月26日（土）　６：30～ 18：30

場　　所 酒田市飛島　荒埼海岸

参加人数 230名（うち庄内支部会員より５社18名参加）

内　　容

コメント

　昨年は、天候不良による定期船の欠航で中止となりましたが、今回は天候に

も恵まれ高校生、大学生を含む県内外から集まったボランティアと島民総勢230
名が荒埼海岸に降り立ち清掃作戦が実施されました。プラスチック類、漁網、ロー

プなど集めたごみはフレコンパック22袋、約2,200kgにもなりました。

　一昨年９月に「鳥海山・飛島ジオパーク」として日本ジオパークに認定され

た豊かな自然に恵まれた飛島。海流や季節風で標流ごみが流れ着きやすく、離

島なため回収がとても困難でしたが、この活動により、観光シーズンを前に、

美しい観光スポットに更に磨きがかかったと思います。
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青 年 部 会 だ よ り

青年部会第6回通常総会及び研修会の開催について

　平成30年４月20日（金）、山形国際ホテルにおいて、部会員39名のうち33名（うち委任状

提出８名）の出席のもと、青年部会第６回通常総会が開催されました。

　来賓として県環境エネルギー部循環型社会推進課より課長補佐 大久保 剛 様、協会より会

長 黒澤 利宏 様、事務局長 黒山 誉尋 様のご臨席を賜りました。

　佐藤幹事の司会進行により、黒澤部会長の挨拶の後、県環境エネルギー部循環型社会推進

課　課長 長谷川 浩 様（代読　課長補佐 大久保 剛 様）、黒澤会長にご祝辞をいただきました。

　議事に先だち、議長には遠藤一生氏が選出されました。議長は議事録署名人に篠澤真和氏、

川村将宏氏、書記に事務局を指名し、議事が行われました。

　―　議　事　―

　　・報告事項１　平成29年度事業報告について

　　・報告事項２　平成29年度支出について

　　・報告事項３　平成30年度事業計画について

　　・報告事項４　平成30年度予算について

　　・第１号議案　役員改選について

　報告の後、第1号議案において11名の幹事が選任され、直後の役員会における互選の結果、

黒澤武利氏が部会長に就任しました。

県環境エネルギー部循環型社会推進課
課長補佐　大久保　剛　様

協会　黒澤　利宏　会長
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【新役員】

　部 会 長　　黒澤　武利　　テルス㈱

　副部会長　　小林　洋平　　㈲べにばな清掃社

　　 〃　 　　大宮　拓也　　㈱クレンズ興産

　幹　　事　　遠藤　玄博　　㈱クリーンシステム

　　 〃　 　　遠藤　一生　　㈲厚生社

　　 〃　 　　花輪　　豊　　㈱ハナワ

　　 〃　 　　高橋　朋秀　　東北クリーン開発㈱

　　 〃　 　　佐藤　雅則　　環清工業㈱

　　 〃　 　　丹野　一史　　㈱丹野

　　 〃　 　　海野　正芳　　㈱キヨスミ産研

　　 〃　 　　井上　洋輔　　井上工業㈱

 

　＜新規部会員＞

（井上工業 株式会社　井上洋輔）

（右）栗田　悟さん　　㈱マルコウ環境（真室川町）
（左）森谷浩幸さん　　㈱モリヤ（東根市）
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北海道・東北ブロック協議会第17回通常総会の開催について

　平成30年６月５日（火）、仙台市の江陽グランドホテルにおいて、全国産業廃棄物連合会

青年部協議会 北海道・東北ブロック協議会第１７回通常総会が開催されました。

　はじめに北海道・東北ブロック青年部協議会 庄子正和 協議会長が挨拶を行い、続いて、

ご来賓の宮城県環境生活部部長 後藤康宏様、仙台市環境局局長 遠藤守也様、一般社団法人

宮城県産業廃棄物協会会長 鈴木昇様並びに全国産業廃棄物連合会青年部協議会会長 仲田陽

介様よりご祝辞を頂戴し、議事に入りました。

　・第１号議案　平成29年度事業報告及び収支決算報告に関する件

　　　　　　　　平成29年度監査報告

　・第２号議案　平成30年度事業計画(案)及び収支予算（案）に関する件

　・第３号議案　会則の一部変更に関する件

　・第４号議案　任期満了に伴う役員改選の件

　が審議され、全ての議案が原案どおり了承されました。

　【新役員】

　また、総会終了後には懇親会が盛大

に催され、大いに盛り上がり、各道県

の部会員との懇親をより深めることで

きました。

　最後になりますが、通常総会、懇親

会の開催・準備のためにご尽力いただ

いた宮城県青年部会の皆様並びに北海

道・東北ブロック青年部協議会の皆様

に心より感謝申し上げます。

（青年部会事務局）

役 職 名 氏　　名 企 業 名 所属協会
ブ ロ ッ ク 長 山　岡　慎太郎 山岡工業（株） 秋田県
副ブロック長 時　田　真　一 （株）サンアール 北海道

〃 山　本　徳　光 （株）山本工業 青森県
幹 　 　 事 大　嶋　　　武 （株）北清 北海道

〃 西　田　文　仁 （株）西田組 青森県
〃 岩　崎　泰　彦 大安環境（有） 岩手県
〃 平　間　正　明 （株）平間環境 宮城県
〃 田　手　　　充 （株）ライフ 宮城県
〃 後　藤　大　亮 （株）羽後環境 秋田県
〃 黒　澤　武　利 テルス（株） 山形県
〃 小　林　洋　平 （有）べにばな清掃社 山形県
〃 高　田　友　則 （株）クレハ環境 福島県
〃 佐　藤　　　茂 （株）ミツワ 福島県
〃 遠　藤　忠　寿 （株）遠忠 岩手県

監 　 　 事 庄　子　正　和 （株）自然環境産業 宮城県
〃 石　黒　　　慎 豊興産（株） 秋田県

山岡新ブロック長
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事 務 局 だ よ り

平成30年度許可申請に関する講習会の日程

〇　全ての講習会で書面申込みとＷｅｂ（インターネット)申込みができます。

※Ｗｅｂ申込みは（公財）日本産業廃棄物処理振興センターのＨＰより直接申込ができ

ます。

〇　修了証が到着するまでに約２週間程かかりますので、許可期限の近い方は特にご注意

ください。

〇　受付情報等の最新情報は

　　協会ホームページ（http://www.yamagata-sanpai.or.jp）
　　⇒　講習会（随時更新中）

山形会場 ： 大手門パルズ（山形市木の実町12－37）

講習会の種類 期　　日 定　員

産業廃棄物（特別管理産業廃棄物）
収集運搬課程（更新）

【期間：１日】
平成30年10月４日（木） 150名

特別管理産業廃棄物管理責任者
【期間：１日】

平成30年10月５日（金） 100名

産業廃棄物収集運搬課程（新規）
【期間：２日】

平成30年11月６日（火）
　　　　　～７日（水）

100名

広告掲載の募集

　機関誌「産廃やまがた」の広告掲載を募集しております。

　貴社のＰＲ営業案内など、イメージアップにもご利用ください。

　広告掲載は会員外の方でもご利用できます。

　「産廃やまがた」は、協会ホームページにも掲載しております。

　お申込みは、協会事務局までご連絡ください。

・広告掲載料金

　Ａ４　カラー　全　面　50, 000円　　１／２面　25, 000円

　Ａ４　白　黒　全　面　30, 000円　　１／２面　15, 000円
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　（公社）全国産業資源循環連合会では、紙マニフェストの「扱い易さ」という利便性に更なる

付加価値を提供する電子的仕組み（システム）の開発を進めておりましたが、平成30年４月２日

から、「マニフェスト・スマートプラス」として提供を開始し、本システムの「お試しインストー

ル 申込ページ」を連合会ホームページに作成しましたのでご案内いたします。

連合会トップページの「マニフェスト・スマートプラス」配信開始のお知らせをクリックすると

申込画面に進みます

（URL http://www.zensanpairen.or.jp/manifest_plus/）

マニフェスト・スマートプラスの提供開始のお知らせ
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マニフェストから産廃処理の情報管理をサポートします

―マニフェスト・スマートプラス―
　

　マニフェスト・スマートプラスなら排出事業者、産廃処理業者における産廃の情報管理がパソ

コンで可能になります。

　システムの特徴
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　機能の概要①
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　機能の概要②
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　機能の概要③
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協会ホームページ（会員専用）掲載情報（５月～８月）協会ホームページ（会員専用）掲載情報（１月～４月）

タ　　イ　　ト　　ル 分　類 掲載日

書籍のご案内 お知らせ ８月27日

第62回生活と環境全国大会の開催について お知らせ ８月27日
山形県リサイクル製品認定制度に係る認定製品の募集（平成
30年度後期募集）

通知等 ８月27日

山形県リサイクルシステム認証制度に係る募集について 通知等 ８月27日
ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別
措置法に基づく行政処分等に実施について

通知等 ８月27日

「自動車点検整備推進運動」への協力について 通知等 ８月17日

てき丸君News-第52号（2018.8.16） 全産廃連広報 ８月17日
平成30年度（第69回）全国労働衛生週間に関する協力依頼に
ついて

通知等 ８月８日

被災した太陽光発電設備の保管等について 通知等 ７月26日
墜落制止用器具の安全な使用に関するガイドラインの策定等
について

通知等 ７月19日

夏の「家庭のアクション」参加チラシ等の送付について 通知等 ７月19日
平成30年度二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金による「廃棄物焼却施設か
らの余熱等を利用した地域低炭素化モデル事業」の二次公募について（お知らせ）

通知等 ７月19日

平成30年度産業廃棄物処理助成事業の募集について 通知等 ７月19日

てき丸君News-第51号（2018.7.11） 全産廃連広報 ７月11日
建設物の解体時等における残置物の取扱いに関する事例等に
ついて

通知等 ７月６日

建設物の解体時等における残置物の取扱いについて（通知） 通知等 ７月６日

山形県環境学習支援団体の募集について 通知等 ７月３日

夏季の省エネルギーの取組について 通知等 ６月28日
優良産廃処理業者認定制度の事業の透明性に係る基準につい
て（通知）

通知等 ６月21日

てき丸君News-第50号（2018.6.12） 全産廃連広報 ６月13日
労働安全衛生法施行令の一部を改正する政令及び石綿障害予
防規則等の一部を改正する省令の施行等について

通知等 ６月７日

山形県リサイクルシステム認証制度に係る募集について（通
知）

通知等 ５月18日
山形県リサイクル製品認定制度に係る認定製品の募集（平成
30年度前期募集）について（通知）

通知等 ５月18日

てき丸君News-第49号（2018.5.10） 全産廃連広報 ５月10日
「山形県働き方改革推進支援センター」開設に係る周知依頼
について

通知等 ５月10日
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　今年の気候不順には大変です。１・２月の大雪、春は季節外れの高温で５月に山形でも30度

超えの真夏日となり、７月は西日本に大雨洪水警報が発令され甚大な被害をもたらし、北欧フィ

ンランドの北極圏でも30度を超えたのも異常気象と言いえるのでないか。

　海水の水温上昇により漁業も鮭が南下せず、価格の上昇が続いています。鮭は、大衆魚なの

ですが、そのうち高級魚の仲間になりそうです。

　協会名も平成31年度より産業廃棄物協会から産業資源循環協会に変わり、機関誌名も「産廃

やまがた」から新たな機関誌名に変更の予定です。表紙は今までは県内の祭りシリーズで全国

に山形県をアピールしてきましたが今後何シリーズにするか思案中です。

　協会の機関誌ですので、更に面白い機関誌にしていきたいと編集委員も張り切っていますの

で、会員からの意見・原稿の投稿等をお願いします。

編集委員長　仲野　健兒

編集後記

産廃やまがた 72号
平成30年９月26日発行

編集：「産廃やまがた」編集委員会

発行：一般社団法人山形県産業廃棄物協会

〒990－0041

山形市緑町一丁目９－30　緑町会館６Ｆ

TEL  023－624－5560　FAX  023－624－5360

編集協力・印刷：コロニー印刷（山形福祉工場）

仲　野　健　兒

岡　崎　信　広

蛇　子　幸　治

斎　藤　　　健

西　原　政　範

小　林　秀　樹

仲野衛生管工（株）

（有）岡崎清掃社

（株）こすもす清掃

（株）マルコウ環境

（有）中央清掃

（株）環境管理センター

編集委員長

編 集 委 員

◆ 産廃やまがた編集委員 ◆



　山形の秋の風物詩「芋煮会」の幕開けを告げる「日本一の芋煮会フェスティバル」は

1989年から続く一大イベントです。

　今年は直径6.5メートルの大鍋「三代目鍋太郎」が誕生し、その鍋で里芋３トン、牛肉1.2

トン、コンニャク3,500枚、ネギ3,500本、醤油700リットル、日本酒50升、砂糖200㎏、水

６トンを一度に煮炊きします。砂糖以外は山形県産の食材を使用します。

　まさにおいしさもスケールも日本一です。

　また、今年は「８時間で最も多く振る舞われたスープ」としてギネス世界記録へも挑戦

します。

　第30回　日本一の芋煮会フェスティバル
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